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平成24.10.23 ②

　

第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
28
日
か
ら
９
月
26
日
ま

で
30
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認

定
案
件
15
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接

種
事
業
費
等
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
24
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
案
な
ど
29
件
が
上
程
さ
れ
、

う
ち
10
件
は
報
告
を
受
け
、
人
事
案
件
６
件
を
本
会

議
で
同
意
、
13
件
は
所
管
の
委
員
会
で
の
慎
重
な
審

査
を
経
て
、
本
会
議
で
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
請
願
４
件
、
陳
情
１

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
は
、
４
件
す
べ
て
を

採
択
し
、
陳
情
は
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
18
人
の
議
員
が
、
市
政

全
般
に
わ
た
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
６
ペ
ー
ジ
か

ら
紹
介
し
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員　

近
藤
真
子

○
南
部
財
産
区
管
理
委
員

　

矢
澤
伸
勇
、
佐
々
木
章
、
葛
岡
博
、
伊
藤
壽
昭

○
中
央
財
産
区
管
理
委
員

　

大
田
中
峰
雄

○
羽
場
財
産
区
管
理
委
員

　

丹
羽
邦
勝
、
西
尾
保
夫
、
熊
谷
順
二
、

　

栗
林
一
彦

○
野
底
財
産
区
管
理
委
員

　

松
下
尚
弘
、
久
保
田
久
次
、
山
口
秀
文
、

　

原
廣
明
、
向
山
昭
雄
、
半
﨑
正
利

○
東
野
財
産
区
管
理
委
員

　

菅
沼
雅
治

　

提
出
議
案
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
文
教
、
社
会
、

産
業
経
済
、
建
設
環
境
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。
質
疑
の
内
容
は
、

各
常
任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
に
対
す
る

　
　
　
　
質
疑
と
審
査

同
意
し
た
人
事（
敬
称
略
）

本会議の模様

平
成
24
年
度
一般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）案
な
ど

全
議
案
を
可
決・同
意
又
は
認
定

平
成
24
年
度
一般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）案
な
ど

全
議
案
を
可
決・同
意
又
は
認
定

いいだ市議会だより───平成24年度一般会計補正予算（第3号）案など全議案を可決・同意又は認定

9月定例会



いいだ市議会だより───平成23年度飯田市各会計の決算を認定 No.183③

　平成23年度事務事業について、７月から９月にかけて議会による行
政評価を実施しました。825の事務事業のうち、４常任委員会で53件
の事業を検証し、９月26日に市へ提言を行いました。
　提言の中から主なものを紹介します。

議会による行政評価・提言

　

市
の
会
計
に
は
、
基
本
的
な
行
政
運
営
の
経
費
を
経
理
す
る
一
般
会
計

と
、
特
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
経
費
を
経
理
す
る
特
別
会

計
と
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
に
は
国
民
健
康
保
険
、
下
水
道
、
水
道
、
病

院
な
ど
14
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
決
算
に
お
い
て
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
歳

入
の
合
計
は
、
８
６
８
億
８
千
３
百
万
円
余
、
歳
出
は
８
５
４
億
５
千
３
百

万
円
余
と
な
り
、
差
し
引
き
14
億
３
千
万
円
弱
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
し
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

平成23年度飯田市各会計の決算を認定

※詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください
　http://www.city.iida.lg.jp/

市長へ提言の模様

総務文教委員会

社 会 委 員 会

産業経済委員会

建設環境委員会
飯田子どもの森公園管理
運営事業

不法投棄対策事業

子どもの森公園と羽場公園とのあり方、機能分担等を再検
討し利用を高めるべき。
多方面に活動していく必要がある。重点事業として予算増
も含め取り組まれたい。

健康診査事業

地域福祉計画策定事業

市民への一層の啓発や土日も含め検診機会の増加、地域
との連携などにより、受診率をさらに向上されたい。
地域福祉をどのように考え進めていくか、きちんと方向性
を示し、地域ができることから取り組めるよう支援を。

教育相談事業

災害対策備蓄事業

不登校が長期に及んでいる子どもへの対策については、
行政だけでなく民間組織と連携をとって対策を。
家庭内での備蓄について、さらに啓発をしつつ、市として
は備蓄を拡大されたい。

遠山郷観光戦略
プロジェクト事業

自転車のまちづくり事業

専門家などの客観的な視点を取り入れ、経済効果のある
戦略を推進されたい。
厳しい財政下で行う事業であるとはいえない。同じ公費を
使うなら地元市民が参加できる大会に。

歳入決算 歳出決算 差引
45,580,002 43,981,855 1,598,147

事業勘定 9,729,113 9,269,628 459,485
直診勘定 3,588 3,581 7

1,085,471 1,047,519 37,952
9,521,061 9,509,561 11,500
20,071 14,974 5,097
69,067 60,698 8,369
24,102 22,424 1,678
179,272 174,255 5,017

4,600,125 4,424,027 176,098
538,355 501,927 36,428
32,898 29,946 2,952
140,283 128,347 11,936

13,049,022 13,272,218 △223,196
11,705,209 11,255,661 449,548
1,343,813 2,016,557 △672,744
2,310,892 3,012,478 △701,586
1,973,817 1,920,850 52,967
337,075 1,091,628 △754,553

41,303,320 41,471,583 △168,263
86,883,322 85,453,438 1,429,884

収益的収支
資本的収支

収益的収支
資本的収支

国民健康保険特別会計

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
墓 地 事 業 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計
上村デイサービスセンター特別会計
ケーブルテレビ放送事業特別会計

一 般 会 計
会計名

特 別 会 計 等 の 計
合 計

※一般会計、墓地事業特別会計、ケーブルテレビ放送事業特別会計の計（会計間の相互取引等は控除）を普通会計という。

（単位：千円）

委員会 事務事業名 提言骨子



いいだ市議会だより─── 引き続き議会改革を推進平成24.10.23 ④

　議会改革の取り組みは、議会改革・運営ビジョ
ンを基に原案を「議会改革推進会議」で検討し、
すべての議員が出席する「全員協議会」等で検討
を加え、議会運営委員会で決定しています。必要
によっては条例の改正、規則の制定等を行い、ビ
ジョンの実現に向けて取り組んでいます。
　議会だより182号に続き、７月以降に決定した
事項を紹介します。

１　市民との対話の拡充及び常任委員会単位にお
ける調査研究の充実と政策立案能力の向上

２　市民の意見を反映した行政評価の確立と行政
評価の決算・予算への連動

・市民との対話の場の拡充を図るため、各種団体等との懇
談会など委員会活動をさらに推進します。
・懇談会等の開催後は委員同士の討議を行い次の取り組み
に繋げていきます。
・委員会所管事務調査を全議員が情報を共有し政策提言に
繋げていきます。

６　議員間の自由討議の実現

・自由討議は、行政評価、議会報告会、議案審査等におい
て、常任委員会を中心に実施します。
・議会報告会や行政評価における議員間の自由討議の更な
る充実が必要なことから、「自由討議の位置づけ」を明確
にして実践していきます。
・政策的な課題に係る議員間の自由討議については、全議
員参加型の「政策討論会」のプロセスを経ることとしま
す。

７　地方自治法第96条第２項による議決権の拡大

・現段階では議決事件の拡大は行わず、現在、議決事件と
している基本構想基本計画について、責任をもって審議す
ることとします。

８　インターネットによる映像配信

・本会議（代表・一般質問）の中継画像をユーストリーム
（USTREAM）を使用しインターネット配信します。
・配信業務は委託とします。

９　議会報告会の継続実施に向けた根拠づけ

・飯田市自治基本条例に規定する開かれた議会運営を実現
するため、議会報告会等の開催規定を追加します。

10　市民向けの政務調査及び委員会管外視察の報
告の実施

①政務調査報告
・開催趣旨
各会派の政務調査報告を公開で行い、会派間の情報共有を
行うことで互いの資質向上と研修の機会とします。
②委員会管外視察報告
・常任委員会・特別委員会・議会運営委員会の管外視察の
報告書（概要版）については、当該委員会の委員長自らが
作成し、ホームページで公開します。また、議会報告会に
おいては委員会活動の一環として市民の皆さんに報告しま
す。

４　子どもたちによる傍聴の学校側への働きかけ
とその実現

・議会のしくみ、役割などの簡単な説明と議会傍聴をセッ
トで学校側へ提案します。
・議員による出前講座については、子どもの頃から行政や
議会に関心を持ってもらう機会とするため、広報広聴委員
会（検討中）の役割として位置付けていきます。

５　請願・陳情者の説明機会の保障

・請願・陳情者の説明機会の保障と趣旨説明を希望する請
願紹介議員の取り扱いは、現状の委員会条例及び会議規則
を確認し、積極的な活用を促進します。

３　委員会の自由傍聴の実現

・委員長の許可を必要とせず、委員会の自由傍聴を実施し
ます。
・「飯田市議会委員会条例の改正」を行い、「飯田市議会
委員会傍聴規則」を制定します。

・行政評価にあたり、基本構想基本計画の着実な推進を図
るため、市民生活の視点、人口目標や財政見通しなど長期
的な視点に立って大局的に評価します。
・行政評価を政策提言や予算への反映に繋げ実効性のある
ものとします。

議会改革推進会議の模様

引き続き
　議会改革を推進
引き続き
　議会改革を推進



いいだ市議会だより─── 政務調査報告、庁舎建設・リニア推進対策特別委員会 No.183⑤

　政務調査費を活用し、平成24年４月から９月ま
でに実施した各会派の調査研究活動の概要です。
　９月26日には、政務調査研究報告会を議場で行
いました。

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
対
策
特
別
委
員
会

　
８
月
24
日
、
９
月
24
日
と
開
催
し
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
を
め
ぐ
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
「
リ
ニ
ア
を
見
据
え
た
調
査
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
報
告
・
説
明
が
あ
り
、
将
来

を
見
据
え
た
社
会
基
盤
整
備
の
う
ち
、
土
地
利
用

計
画
と
交
通
計
画
に
つ
い
て
、
調
査
・
計
画
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
の
情
報
が
少
な
い
な
か
で
、

市
と
し
て
早
め
の
情
報
発
信
の
検
討
を
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
調
査

に
つ
い
て
」
、
「
環
境
影
響
評
価
に
係
る
現
地
調
査

計
画
に
つ
い
て
」
、
及
び
「
建
設
発
生
土
活
用
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て
」
の
報
告
・
説

明
が
あ
り
、
委
員
会
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
管
外
視
察
の
実
施

　

８
月
22
日
山
梨
県
甲
府
市
等
へ
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
甲
府
市
役
所
の
担
当
者
か
ら
取
り
組
み
等

の
説
明
を
受
け
、
ま
た
、
実
験
線
延
長
区
間
の
工

事
の
模
様
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
、
８
月
24
日
、
９
月
24
日
と
開
催

し
、
新
庁
舎
実
施
設
計
等
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま

し
た
。

　

７
月
12
日
「
ク
ロ
マ
ツ
の
保
存
に
関
す
る
要

望
」
に
対
す
る
市
の
回
答
と
輝
山
会
記
念
病
院
か

ら
の
ク
ロ
マ
ツ
移
植
希
望
に
対
す
る
一
連
の
対
応

等
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
連
絡
会
へ
の
説

明
の
報
告
、
実
施
設
計
の
内
容
に
つ
い
て
等
の
説

明
が
あ
り
、
「
新
庁
舎
実
施
設
計
」
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
十
分
な
情
報
提
供
と
、
市
民

意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
新
庁
舎
実
施
設
計
に
関
す
る
市
民
説

明
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
側
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

も
尊
重
し
な
が
ら
実
施
設
計
を
進
め
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
残
り
の
地
区
で
開
催
さ
れ
る
市
民
説
明

会
に
お
い
て
も
、
丁
寧
な
説
明
を
行
う
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

　
管
外
視
察
の
実
施

　

８
月
10
日
県
外
の
先
進
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
市
東
区
役
所
、
小
牧
市
役
所
の
、
主

に
窓
口
関
係
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

●
十
分
な
情
報
提
供
、市
民
意
見
の
反
映
を

●
早
め
の
情
報
発
信
を

会派のぞみ
■実施日　５月29日～30日
■調査事項
　・東北新幹線新花巻駅（花巻市）
　・義務教育における学力向上について（秋田県）
　・災害ボランティアセンター（岩手県山田町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

会派みらい
■実施日　７月29日～８月１日
■調査事項
　・バイオマスタウン構想について（宇部市）
　・産業観光の取り組みについて（宇部市）
　・中心市街地活性化について（山口市）
　・世界遺産登録について（萩市）

■実施日　７月25日～28日
■調査事項
　・法人後見の取り組みについて（岸和田市）
　・平和事業について（広島市）
　・孤立死対策について（北九州市）
　・わいわい！コンテナについて（佐賀市）

市民パワー公明党
■実施日　５月７日～９日
■調査事項
　・５歳児発達相談事業（境港市）
　・松江市役所伺います係（松江市）
　・てくてくラジオについて（松江市）
　・人口増加対策について（鳥取市）

※詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください　http://www.city.iida.lg.jp/ 政務調査研究報告会の模様

政務調査報告



　

一
般
質
問
と
は
、市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、事
業
の
執
行
状

況
や
将
来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。今
回
は
9
月
に
行
わ
れ
た

第
3
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
）

　
　

原　

和
世　

議
員（
会
派
み
ら
い
）

南
信
州
広
域
連
合
が
設
置
主
体
で
あ
る
桐
林
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
現
施
設
の
廃
止
、移
転
新

設
は
決
ま
っ
た
が
、市
民
に
対
し
て
直
接
説
明

し
、理
解
や
合
意
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

広
域
連
合
が
考
え
方
を
説
明
す
る
こ
と
が
基
本

だ
が
、立
地
し
て
い
る
竜
丘
地
区
に
は
出
向
い
て

説
明
し
て
き
た
。理
解
を
得
る
た
め
の
説
明
は
惜

し
む
べ
き
で
な
く
、広
域
連
合
と
し
て
の
事
業
を

一
義
的
に
は
連
合
長
と
し
て
、ま
た
飯
田
市
長

と
し
て
も
説
明
を
し
て
い
く
。

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

■
大
地
震
に
お
け
る
初
期
体
制
に
つ
い
て

市
政
を
問
う
！

桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

市
と
し
て
の
説
明
責
任
は

　
　

湯
澤　

啓
次　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

人
材
サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
は
、知
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
重
要
で
あ
る
が
、そ
の
中
核
と
し
て
、４

年
制
大
学
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。ま

た
、こ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
と
は
。

様
々
な
専
門
的
知
見
が
集
積
す
る
４
年
制
大
学
の

設
置
は
地
域
の
悲
願
で
あ
る
。例
え
ば
、優
れ
た
技

術
力
を
更
に
伸
ば
す
よ
う
な
工
業
系
の
分
野
、新

し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
を
提
供
で
き
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
力
を
育
成
す
る
デ
ザ
イ
ン
系
の
分

野
の
大
学
が
こ
の
地
域
に
必
要
と
考
え
る
。

■
市
民
と
共
に
創
る
市
政
運
営
に
つ
い
て

知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
に
南
信
州

な
ら
で
は
の
４
年
制
大
学
が
必
要
で
は

QA

　
　

内
田　

雄
一　

議
員（
日
本
共
産
党
）

市
長
は
定
例
会
挨
拶
の
中
で「
社
会
的
弱
者

に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
行
政
の
使
命
」と

発
言
し
た
が
、実
態
と
か
い
離
は
な
い
か
。現

時
点
で
市
長
の
考
え
る
福
祉
は
何
か
。

社
会
的
弱
者
も
含
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心・

安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
政
策
の

柱
の
一
つ
と
し
て
、福
祉
政
策
を
進
め
て
き
た
。

具
体
的
に
は
防
災
対
策
の
構
築
、地
域
医
療
の

充
実
が
安
心
安
全
の
要
で
あ
る
と
考
え
る
。特

に
市
立
病
院
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
　

福
沢　

清　

議
員（
会
派
み
ら
い
）

育
児・介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、施
行
さ
れ

た
が
、市
内
で
の
普
及
状
況
は
ど
う
か
、利
用

実
態
を
市
は
把
握
し
て
い
る
か
。

市
内
企
業
の
取
り
組
み
状
況
や
従
業
員
の
制

度
利
用
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。県
の「
賃
金
実
態
調
査
」に

あ
わ
せ
て
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

調
査
方
法
を
検
討
し
た
い
。

制
度
の
普
及
は
、広
報
い
い
だ
、共
済
会
だ
よ
り

等
で
啓
発
を
し
て
き
た
。

■
飯
田
長
姫
高
校
と
飯
田
市
に
係
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
つ
い
て

■
外
国
人
の
住
民
登
録
に
つ
い
て

福
祉
政
策

発
言
に
実
態
と
か
い
離
は
な
い
か

QA

　
　

清
水　

可
晴　

議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

飯
田
市
の
公
共
建
築
物
や
公
共
土
木
工
事
等

に
お
け
る
木
材
利
用
を
促
進
す
る
木
材
利
用

促
進
計
画
策
定
の
状
況
は
。

木
材
利
用
促
進
計
画
は
現
在
策
定
中
で
あ
り
、

庁
内
調
整
を
経
て
年
度
内
に
策
定
す
る
。

健
全
な
森
林
保
全
の
た
め
の
森
林
整
備
と
、木

材
の
地
域
内
循
環
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、安

定
し
た
木
材
利
用
を
支
援
す
る
た
め
に
、計
画

は
域
産
域
消
を
基
本
に
お
き
、地
元
で
生
産
さ

れ
た
木
材
を
優
先
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
柱

と
し
た
い
。

木
材
利
用
促
進
計
画
の

検
討
状
況
は

QA

　
　

林　

幸
次　

議
員（
公
明
党
）

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
が
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の「
証
明
書
等
の
交
付
サ
ー
ビ

ス
」に
つ
い
て
見
通
し
は
ど
う
か
、ま
た
取
り

組
む
考
え
は
あ
る
か
。

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
た
め
に
日
々

改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、現
時
点
で
は
、対
面

業
務
を
基
本
に
し
て
い
る
。他
市
の
状
況
は
、自

動
交
付
機
あ
る
い
は
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
に
取
り

組
む
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。国
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
動
向
も
考
慮
し
、費
用
対
効
果

を
検
証
し
つつ
検
討
す
る
。

■
市
長
２
期
８
年
間
の
総
括
に
つ
い
て

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る

証
明
書
等
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
は

QA A　
　

村
松　

ま
り
子　

議
員（
公
明
党
）

介
護
や
子
育
て
と
い
っ
た
経
験
を
通
し
生
活

者
の
視
点
を
持
つ
女
性
の
防
災
会
議
等
へ
の

参
画
状
況
は
。ま
た
、避
難
所
運
営
へ
の
女
性

の
参
画
を
考
え
て
い
る
か
。

現
在
の
防
災
会
議
委
員
の
構
成
は
37
人
中
女

性
委
員
は
２
人
。
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
関

係
す
る
条
例
の
改
正
を
第
４
回
定
例
会
に
上

程
し
、
女
性
登
用
を
図
り
た
い
。
被
災
時
に

お
け
る
避
難
所
運
営
方
法
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
に
当
た
っ
て
は
女
性
目
線
で
の
内
容
と
な

る
よ
う
女
性
参
画
を
含
め
た
手
法
に
つ
い
て

も
考
慮
す
る
。

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た

防
災
対
策
の
取
り
組
み
状
況
は

QA

　
　

牛
山　

滿
智
子　

議
員（
無
会
派
）

二
ツ
山
住
宅
団
地
、三
尋
石
住
宅
団
地
か
ら
市

立
病
院
、市
街
地
を
結
ぶ
路
線
の
市
民
バ
ス
運

行
を
始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
ツ
山・三
尋
石
住
宅
団
地
か
ら

市
立
病
院
等
を
結
ぶ

市
民
バ
ス
路
線
の
考
え
は

Q 　
　

下
平　

勝
熙　

議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
が
完
成
し
た
後
に
、

平
和
学
習
に
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

飯
田
下
伊
那
地
域
の
町
村
と
と
も
に
南
信
州

広
域
連
合
で
、建
設
に
向
け
た
支
援
を
進
め
て

い
る
。こ
の
地
域
特
有
の
満
蒙
開
拓
の
歴
史
を

知
る
こ
と
を
入
り
口
と
し
て
平
和
の
尊
さ
を
考

え
合
う
当
地
域
な
り
の
平
和
学
習
の
推
進
が

期
待
で
き
る
た
め
、公
民
館
で
の
平
和
学
習
や
、

小
中
学
校
の
平
和
教
育
等
へ
の
活
用
を
呼
び
か

け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

■
災
害
時
対
応
に
つ
い
て

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
完
成
後
、

利
活
用
を
ど
う
考
え
る
か

QA

改
正
育
児・介
護
休
業
法

市
は
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か

QA
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基
幹
的
な
バ
ス
路
線
で
あ
る
駒
場
線
沿
線
の
西

部
山
麓
線
沿
道
地
域
は
、公
共
交
通
空
白・不

便
地
域
と
認
識
し
て
い
る
。西
部
山
麓
線
沿
道

の
公
共
交
通
対
策
は
、駒
場
線
を
活
用
し
、補

完
す
る
形
で
の
新
し
い
方
策
を
、地
元
と
相
談

し
な
が
ら
研
究
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※

■
は
、そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目



　
　

吉
川　

秋
利　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

イ
ジ
メ
問
題
は
、特
に
未
然
防
止
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
が
、教
育
委
員
会
や
学
校
で
の
具
体

的
な
解
決
の
た
め
の
方
策
は
。

い
じ
め
問
題
は
、表
に
出
て
こ
な
い
こ
と
に
深
刻

さ
が
あ
る
。「
未
然
防
止
」、「
起
き
た
と
き
の
対

応
」が
重
要
で
あ
る
。学
校
関
係
者
を
対
象
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
研
修
を
行
っ
て
お
り
、

昨
年
度
か
ら
保
護
者
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
る
。ま
た
、起
き
た
と
き
に
は
、子
ど
も
た
ち
の

状
況
を
複
数
の
先
生
で
把
握
し
、学
年
会
や
職

員
会
で
報
告
し
合
い
、初
期
段
階
で
対
応
し
て

い
る
。

■
保
健
行
政
に
つ
い
て

■
飯
田
商
工
会
議
所
に
つ
い
て

　
　

永
井　

一
英　

議
員（
公
明
党
）

「
ど
ん
な『
い
じ
め
』も
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」

が
大
前
提
。い
じ
め
た
側
が
１
０
０
０
％
悪
い
、

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
側
は「
ど
こ
も
悪
く
な

い
」。こ
こ
が
大
事
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

同
感
で
あ
る
。ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、

い
じ
め
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、い
じ
め

と
い
う
行
為
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
子

ど
も
、保
護
者
、教
職
員
が
共
通
認
識
を
し
、子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社
会
的
問
題
と
な
って
い
る
、こ
の
時
を
と
ら
え
、

深
く
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

■
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

イ
ジ
メ
問
題
の
解
決
に

具
体
的
な
方
策
は

QAい
じ
め
で
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
を

な
く
す
た
め
に
は
、ど
う
す
べ
き
か

QA　
　

木
下　

容
子　

議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

地
域
と
連
携
し
た
見
守
り
、支
援
体
制
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

孤
立
死
対
策

地
域
と
の
連
携
は

Q

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
る
事
業
者・

利
用
者
へ
の
影
響
把
握
は

QA A　
　

木
下　

克
志　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

運
動
、栄
養
、休
養
、社
会
活
動
が
健
康
長
寿

の
柱
と
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、特
に
、運
動
す

る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
事
業
は
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
は
日
常
的
に
適
度

な
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。地
域

健
康
ケ
ア
計
画
2
0
1
2
の
重
点
プ
ロ
ジェク
ト

の
一
つ
に「
歩
こ
う
動
こ
う　

運
動
で
健
康
づ
く

り
」を
掲
げ
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、自
転
車
、ラ
ジ
オ
体

操
、ス
ト
レ
ッ
チ
と
いっ
た
身
近
な
運
動
を
き
っ
か

け
と
し
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

後
藤　

荘
一　

議
員（
日
本
共
産
党
）

法
改
正
に
よ
り
、介
護
報
酬
の
改
定
が
行
わ
れ

た
が
、影
響
を
把
握
し
て
い
る
か
。ま
た
、生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
の
把
握
は
。

法
改
正
に
よ
り
介
護
報
酬
単
価
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
時
間
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。事
業
者
か
ら
は

厳
し
い
運
営
を
し
て
い
る
と
の
話
を
聞
い
て
い

る
。介
護
報
酬
の
単
価
は
、サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異

な
る
こ
と
か
ら
、個
別
の
事
業
所
ご
と
の
実
態
は

把
握
で
き
な
い
。

ま
た
、月
に
１
，２
０
０
件
余
の
サ
ー
ビ
ス
件
数
が

あ
る
こ
と
か
ら
、個
別
の
サ
ー
ビ
ス
事
例
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

■
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

■
小
中
学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
「
暴

力
」
に
つ
い
て

寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、生
活
の
質
が
高
い

ま
ま
長
く
健
康
で
い
ら
れ
る
た
め
に
は

QA

　
　

森
本　

美
保
子　

議
員（
会
派
み
ら
い
）

治
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
ら
な
い

機
能
回
復
訓
練
を
実
施
す
る
機
会
や
場
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。制
度
の
狭
間
で
困
っ
て
い
る

人
た
ち
へ
の
支
援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、医
療
と

介
護
の
狭
間
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、サ
ー
ビ

ス
内
容
を
は
じ
め
、費
用
負
担
や
実
施
主
体
の

あ
り
方
な
ど
、様
々
な
問
題
も
あ
る
。今
後
の
課

題
と
し
て
研
究
す
る
。

■
保
育
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

■
災
害
対
策
に
つ
い
て

機
能
回
復
訓
練
の
機
会
や

場
の
支
援
は

QA　
　

清
水　

勇　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

美
術
博
物
館
で
の
恐
竜
展
は
終
了
し
た
が
、恐

竜
展
示
物
の
今
後
の
利
用
方
法
は
。ま
た
、長

谷
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
用
方
法
は
。

恐
竜
展
で
の
全
身
骨
格
と
生
態
模
型
は
、美
術

博
物
館
常
設
展
示
側
の
ロ
ビ
ー
へ
展
示
を
し
て

い
く
計
画
で
あ
る
。ま
た
、長
谷
川
コ
レ
ク
シ
ョン

は
、追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室
に
展
示
し
、

年
12
回
開
館
を
予
定
し
て
い
る
が
、恐
竜
展
示

と
セ
ッ
ト
で
美
術
博
物
館
へ
も
展
示
を
す
る
な

ど
活
用
を
図
る
。小
中
学
校
へ
も
周
知
す
る
。

■
天
竜
川
の
濁
り
と
川
鵜
に
つ
い
て

■
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

恐
竜
展
示
物
と
長
谷
川
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
今
後
の
利
活
用
は

QA　
　

新
井　

信
一
郎　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

文
部
科
学
省
所
管
の
高
等
教
育
機
関
設
置
を

目
指
す
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う
が
、ど
う
か
。

一
方
で
厚
生
労
働
省
所
管
の
県
飯
田
技
術
専

門
校
は
、高
等
教
育
機
関
と
は
別
に
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
が
、ど
う
か
。

高
等
教
育
機
関
の
設
置
を

目
指
す
べ
き
だ
が
、市
の
考
え
は

Q

　
　

原　

勉　

議
員（
会
派
み
ら
い
）

保
育
料
の
更
な
る
引
き
下
げ
、子
ど
も
医
療
費

無
料
化
の
高
校
生
ま
で
の
拡
大
、財
政
面
で
の

裏
付
け
は
。ま
た
、新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
市

民
へ
の
説
明
、理
解
が
十
分
か
。さ
ら
に
南
信

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
設
置
へ
の
取
り
組
み
は
。

保
育
料
軽
減
に
現
在
約
３
億
円
使
用
、医
療
費

の
対
象
拡
大
に
は
約
３
千
万
円
必
要
。行
財
政

改
革
大
綱
の
実
施
に
よ
り
生
み
出
し
て
い
く
。

庁
舎
整
備
に
つい
て
は
、平
成
20
年
度
か
ら
方
針

を
示
し
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
へ
説
明
を
し

て
き
た
。ま
た
、免
許
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、Ｊ

Ｒ
飯
田
駅
周
辺
が
最
も
相
応
し
い
と
考
え
て
お

り
、地
域
の
意
志
を
一
本
化
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

市
長
の
三
期
目
に
向
け
た

重
点
政
策
と
政
治
姿
勢
は

QA A
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人
と
人
と
の
絆
が
弱
く
な
っ
て
い
る
中
で
、孤
立

死
と
いっ
た
大
き
な
問
題
が
で
て
い
る
。お
互
い

に
見
守
り
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
住
民
同
士
の

結
び
つ
き
を
し
っ
か
り
つ
く
って
、安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。地
域
で
の
助
け
合
い
の
課
題
を
考
え

る
た
め
に
、地
域
福
祉
懇
談
会
を
全
地
区
で
開

催
し
て
い
る
。

■
ま
ち
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の
事
業

展
開
に
つ
い
て

当
地
域
は
、県
内
他
地
域
と
比
べ
て
高
等
教
育

機
関
が
少
な
く
、地
域
を
担
う
人
材
の
育
成・確

保
は
重
要
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
高
等
教
育
機

関
の
設
置
を
考
え
て
い
く
。飯
田
技
術
専
門
校

は
地
域
の
大
切
な
機
関
と
し
て
充
実
し
て
い
く

よ
う
、あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討
し
な
が
ら
、支

援
し
て
い
く
。

■
花
き
市
場
に
つ
い
て

■
公
教
育
の
現
場
環
境
に
つ
い
て

■
南
ア
ル
プ
ス
に
付
随
す
る
道
路
環
境
に
つ

い
て

一般質問での傍聴席の模様



いいだ市議会だより───委員会での審査  総務文教委員会平成24.10.23 ⑧

▼
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）情
報
の
a
u（
K
D
D
I
）、ソ

フ
ト
バ
ン
ク
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

周
知
方
法
は

配
信
が
可
能
と
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

昨
年
も
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
開
始
に

あ
た
っ
て
報
道
機
関
に
お
願
い
す
る

な
ど
し
た
。
今
回
も
同
様
に
し
た

い
。複

式
学
級
解
消

ど
の
程
度
解
消
か

▼
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
務

費
に
つ
い
て
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
河

川
の
冠
水
区
域
の
よ
う
な
箇
所
が
想

定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成
途
上
で

あ
り
、
指
摘
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
下
の
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
の
よ
う
な
ス
ポ
ッ
ト
的
な

危
険
個
所
に
つ
い
て
も
反
映
で
き
る

工
夫
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

危
険
箇
所
に
落
ち
は
な
い
か

総
務
文
教
委
員
会

実施日：
平成24年７月２・３日
調査項目：
①機能別消防団の
　取り組みについて
　（摂津市）
②セーフコミュニティの
　取り組みについて
　（亀岡市）

　

第
二
回
定
例
会
以
降
、７
月
２・３
日
に
管
外
視
察
、７
月
17
日
、９
月

10・26
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑
、管
外
視
察

の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
二
回
定
例
会
以
降
、７
月
２・３
日
に
管
外
視
察
、７
月
17
日
、９
月

10・26
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑
、管
外
視
察

の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
89
号

▼
地
域
自
治
組
織
運
営
事
業
に
関

し
、
地
域
自
治
協
議
会
の
実
施
回
数

が
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い
が
、
今
の

状
況
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。　

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
に
地

域
協
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
継
続
し
て
き
て
い
る
。

　

庁
内
で
も
改
善
も
含
め
て
工
夫
を

重
ね
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

地
域
協
議
会

開
催
回
数
少
な
い
が

市
民
意
識
調
査

回
収
率
が
低
い
が

▼
市
民
意
識
調
査
事
業
に
関
し
、
回

収
率
が
半
分
し
か
な
い
が
ど
う
考
え

る
か
。

　

問
題
意
識
は
持
っ
て
お
り
、
特

に
、
若
い
人
の
回
答
率
が
低
い
の

で
、
携
帯
電
話
か
ら
の
回
答
導
入
も

考
え
て
い
く
。

▼
複
式
学
級
解
消
事
業
に
関
し
、

上
村
小
学
校
に
講
師
を
一
人
配
置

し
て
い
る
と
い
う
が
、
ど
の
程
度

解
消
さ
れ
る
か
。

　

講
師
は
、
通
常
の
勤
務
で
あ
り
、

学
級
は
複
式
だ
が
、
学
年
ご
と
に
学

習
指
導
を
担
う
こ
と
で
解
消
を
図
っ

て
い
る
。

議
案
第
92
号

平
成
23
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

摂津市にて

ＪＲ下のアンダーパスの冠水現場

★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
「
採
択
」と
し
ま
し
た

○
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
願
い
た
い

○
請
願
者

　

飯
田
市
学
校
教
職
員
組
合

★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
「
採
択
」と
し
ま
し
た

○
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、地
方
財
政
の
充
実・強
化

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い

○
請
願
者

　

飯
田
市
職
員
労
働
組
合

　

執
行
委
員
長　

後
藤
武
志
氏

○
意
見
書
の
提
出

　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
と
し
て
関
係
行
政
庁
へ
提

出
し
ま
し
た
。

請
願
３
号

★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
「
採
択
」と
し
ま
し
た

○
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、新
た
な
教
職
員
定
数

改
善
の
計
画
の
着
実
な
推
進
と
教

育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
願
い
た
い

○
請
願
者

　

飯
田
市
学
校
教
職
員
組
合

　

代
表　

水
尻
晃
男
氏

○
意
見
書
の
提
出

　

新
た
な
教
職
員
定
数
改
善
計
画

の
着
実
な
推
進
と
教
育
予
算
の
増

額
を
求
め
る
意
見
書
と
し
て
関
係

行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
5
号

請
願
4
号

　

代
表　

水
尻
晃
男
氏

○
意
見
書
の
提
出

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書
と
し
て
国

会
及
び
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し

た
。

平
成
24
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

案

請
願
・
陳
情
審
査　

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た



いいだ市議会だより───委員会での審査  社会委員会 No.183⑨

社
会
委
員
会

▼
ポ
リ
オ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
年

度
途
中
に
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

接
種
か
ら
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

制
度
変
更
と
な
っ
た
が
、
異
な
る
方

法
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
な
っ
た
ケ

ー
ス
は
な
い
か
。

　

接
種
方
法
変
更
前
に
す
で
に
１
回

目
の
生
ワ
ク
チ
ン
の
経
口
接
種
が
済
ん

で
お
り
、も
う
１
回
経
口
接
種
す
れ
ば

完
了
す
る
子
ど
も
は
8
7
7
人
で
あ
っ

た
。市
か
ら
全
員
に
個
別
通
知
を
発
送

し
、生
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
希
望
者

3
2
0
人
に
つ
い
て
は
、医
師
会
の
協

力
を
得
て
８
月
中
に
２
回
目
の
集
団

接
種
を
行
い
完
了
し
て
い
る
。

ポ
リ
オ
予
防
接
種

制
度
変
更
対
応
は

▼
障
害
者
虐
待
防
止
対
策
事
業
費
に

つ
い
て
、
障
が
い
者
に
特
化
し
た
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と
の
こ

と
だ
が
、
児
童
や
高
齢
者
も
含
め
窓

口
を
一
本
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

児
童
、
高
齢
者
の
虐
待
防
止
は
先

行
し
て
実
施
し
て
お
り
、
障
が
い
者

も
合
わ
せ
窓
口
の
一
元
化
の
必
要
性

は
認
識
し
つ
つ
、
今
後
の
課
題
と
捉

え
て
い
る
。

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

窓
口
一
本
化
の
考
え
は

　

６
月
27・28・29
日
に
管
外
視
察
、７
月
18
日
、９
月
12
日
に
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑
、管
外
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
89
号

平
成
24
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

案

▼
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

希
望
者
は
ど
の
程
度
い
る
か
。
職
員

に
よ
る
見
守
り
な
ど
公
共
で
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
ま
た
、
施
設
増
設
の
必
要
は

な
い
か
。

　

入
所
判
定
会
後
20
人
程
度
の
方
が
、

入
所
待
ち
と
な
って
い
る
。フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
つい
て
は
、市
や
福
祉
関
係
者
に
よ

る
在
宅
支
援
の
し
く
み
の
中
で
取
り

組
ん
で
い
る
。ま
た
、現
在
、飯
田
下
伊

那
管
内
に
４
つ
の
施
設
が
あ
る
。入
所

定
員
に
つ
い
て
は
町
村
の
施
設
入
所
待

機
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

受
入
れ
余
地
が
あ
る
た
め
、現
在
の
施

設
で
対
応
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
希
望
状
況
は

▼
鼎
・
上
郷
地
区
の
民
営
化
検
討
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
特
に
上
郷
地

区
で
は
公
立
保
育
園
を
統
合
し
て
民

営
化
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
か
。

　

地
元
の
検
討
委
員
会
で
は
公
立
４

園
を
３
園
に
統
合
す
る
方
向
性
が
出

さ
れ
た
の
で
、今
後
は
、９
月
上
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
各
園
の
保
護
者
会
に
説

明
し
、月
末
に
開
催
す
る
検
討
委
員
会

で
地
区
全
体
の
意
思
統
一
を
図
っ
て
正

式
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。そ
の
後
、地
域
か
ら
園
舎
建
替
の

要
望
が
あ
る
場
合
に
つい
て
は
、そ
の
手

法
と
し
て
民
営
化
も
含
め
た
話
し
合

い
を
行
って
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

公
立
保
育
園

民
営
化
検
討
の
状
況
は

議
案
第
92
号

平
成
23
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

▼
老
人
保
護
措
置
費
の
過
払
い
分
の

和
解
案
に
つ
い
て
、
相
手
方
の
２
つ

の
法
人
か
ら
の
返
還
方
法
が
異
な
る

が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
か
。

　

返
還
に
あ
た
っ
て
は
、相
手
方
の
経

営
に
過
度
の
負
担
が
生
じ
、入
所
者
の

処
遇
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
こ
と
を
考
慮
し
た
。長
期

償
還
に
つ
い
て
は
、市
か
ら
両
法
人
に

同
じ
よ
う
に
提
案
し
、話
し
合
い
を
し

て
き
た
。

２
法
人

返
還
方
法
異
な
る
が

議
案
第
107
号

議
案
第
108
号

和
解
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

実施日：平成24年６月27・28・29日
調査項目：①東濃成年後見センター

　（多治見市）
②耶馬溪（やばけい）ノーソンくらぶ
　（大分県中津市）
③NPOエクスクラメーションスタイル
　（京都市）
④高齢者世帯ゴミ出し支援：エコサポート事業
　（日進市）

管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た耶馬溪ノーソンくらぶにて

　

市
は
今
回
の
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
て
欲
し
い
。
ま
た
、
再
発
防
止
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
て
欲
し
い
。

 

議
会
と
し
て

　

再
発
防
止
を
市
へ
要
望

 

議
会
と
し
て

　

再
発
防
止
を
市
へ
要
望



いいだ市議会だより───委員会での審査  産業経済委員会平成24.10.23 ⑩

産
業
経
済
委
員
会

▼
当
該
施
設
は
、
今
後
、
就
労
の
場

と
し
て
見
込
め
る
か
。

　

現
在
、
１
名
の
臨
時
職
員
で
対
応

地
元
の
就
労
の
場
と
し
て

見
込
め
る
か

し
て
い
る
。
地
域
内
の
他
の
観
光
施

設
等
と
連
携
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　

現
状
に
お
い
て
も
、
受
注
が
多
い

際
は
さ
ら
に
雇
い
入
れ
て
対
応
し
て

い
る
。
今
後
も
、
雇
用
の
機
会
を
確

保
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

▼
人
材
誘
導
事
業
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
の
相
談
に
お
い
て
農
業
分
野

へ
の
就
労
希
望
へ
の
対
応
は
。
ま

た
、
相
談
希
望
者
へ
の
休
日
の
対
応

は
ど
う
か
。

　

結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

室
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
農
業
課
職
員

も
在
籍
し
、
対
応
し
て
お
り
、
実
績

も
挙
げ
て
い
る
。
原
則
は
平
日
対
応

で
あ
る
が
、
お
盆
や
正
月
に
は
相
談

会
を
開
催
し
て
い
る
。
相
談
の
希
望

が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

U
I
タ
ー
ン

相
談
体
制
は

▼
に
ぎ
わ
い
創
出
店
舗
活
用
事
業
に

つ
い
て
、
丘
の
上
商
店
街
に
は
空
き

店
舗
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
が
、
こ

の
事
業
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

　

こ
の
事
業
は
個
店
へ
の
支
援
を
行

う
も
の
で
は
な
く
、
商
栄
会
を
中
心

と
し
た
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
事
業
を
支
援
す
る
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

丘
の
上
商
店
街

空
き
店
舗
解
消
は

　

７
月
５・６
日
に
管
外
視
察
、７
月
19
日
、９
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑
、管
外
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
88
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
飯
田
市
上
村
木
材
工
芸
品
加
工
販
売
施
設
）

▼
産
業
団
地
管
理
事
業
に
つ
い
て
、

工
業
用
水
と
し
て
活
用
で
き
る
か

　

産
業
団
地
周
辺
の
地
下
の
水
量
調

査
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、地
下
水
の

利
用
制
限
は
あ
る
か
。ま
た
、地
下
水

の
利
用
は
周
辺
に
影
響
が
な
い
か
。　

地
下
水
の
利
用
制
限
は
な
い
。今
回
の

調
査
は
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
で
あ
り
、周
辺
へ
の
影
響
は
調
査
結

果
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
。

工
業
団
地
周
辺
の

地
下
水
利
用
制
限
は

議
案
第
89
号

平
成
24
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

案

議
案
第
92
号

平
成
23
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

実施日：平成24年７月５・６日
調査項目：
①産業支援センターの取り組みについて
　（富士市）
②フードバレーの取り組みについて
　（富士宮市）
③複合的な森林経営の取り組みについて
　（富士宮市）

管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た富士市産業支援センター〈f-Biz〉にて

経塚原産業団地（伊賀良三日市場）

★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
「
趣
旨
採
択
」と
し
ま
し
た

○
陳
情
の
要
旨

　

国
に
対
し
、十
分
な
情
報
開
示
、

国
会
審
議
、国
民
的
議
論
な
ど
の
プ

ロ
セ
ス
を
終
え
な
い
ま
ま
、Ｔ
Ｔ
Ｐ

（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）交
渉
参
加
表
明
を
行
わ
な
い
よ

う
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い

○
陳
情
者

　

み
な
み
信
州
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　
　
　
　

  

矢
澤
輝
海
氏

○
委
員
会
で
の
主
な
意
見

・
国
民
的
な
議
論
や
具
体
的
な
判

断
基
準
を
示
す
な
ど
必
要
な
プ
ロ
セ

ス
は
経
る
べ
き
で
あ
り
、願
意
は
理

解
で
き
る
。

・
賛
成
す
る
意
見
も
あ
る
。必
要
な

プ
ロ
セ
ス
は
経
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
願
意
は
理
解
で
き
る
が
、こ
れ
ま

で
の
議
会
の
議
論
も
踏
ま
え
て
判
断

す
べ
き
で
あ
る
。

請
願
・
陳
情
審
査
市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

陳
情
4
号



いいだ市議会だより───委員会での審査  建設環境委員会 No.183⑪

建
設
環
境
委
員
会

▼
開
発
事
業
者
等
か
ら
届
け
出
が
さ

れ
な
い
場
合
、
市
の
対
応
は
。

　

地
域
へ
届
出
に
つ
い
て
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、地
域
か
ら
無
届
け

の
情
報
提
供
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

無
届
け
の
場
合

市
の
対
応
は

と
考
え
て
お
り
、地
域
の
皆
さ
ん
と
情

報
を
共
有
す
る
中
で
対
応
し
た
い
。こ

の
ほ
か
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
よ
り
把

握
し
、指
導
を
行
っ
て
い
く
。現
条
例
で

も
届
出
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、こ
れ

ま
で
無
届
け
で
行
為
が
さ
れ
た
事
例

は
な
い
。

▼
不
法
投
棄
対
策
事
業
に
関
し
て
、

条
例
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗

状
況
、
め
ど
は
い
つ
か
。

　

条
例
の
た
た
き
台
を
環
境
衛
生
担
当

委
員
会
連
絡
会
で
示
し
た
。９
月
に
作

業
部
会
を
つ
く
り
検
討
を
進
め
て
い
く
。

不
法
投
棄
対
策

条
例
化
へ
の
取
り
組
み
は

　

７
月
９・10・11
日
に
管
外
視
察
、７
月
23
日
、９
月
19・26
日
に
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑
、管
外
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
84
号

飯
田
市
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
を
見
据
え
た
計
画
に
基
づ
く
土
地
利
用

及
び
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
資
す
る
た
め
の
届
出
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
斎
苑
管
理
費
に
関
し
、
下
伊
那
北

部
５
町
村
が
共
同
設
置
を
進
め
る
火

葬
場
が
完
成
し
、
運
用
を
開
始
し
た

場
合
、
飯
田
市
斎
苑
の
運
営
見
通
し

は
ど
う
か
。

　

当
該
火
葬
場
が
運
用
を
開
始
し
た

場
合
、市
の
斎
苑
使
用
料
等
に
少
な
か

ら
ず
影
響
が
あ
る
。今
後
ど
う
す
る
か

十
分
検
討
し
た
い
。

飯
田
市
斎
苑

運
営
見
通
し
は

ょ
う
の
補
修
、
更
新
が
今
の
ペ
ー
ス

で
よ
い
か
。

　

点
検
に
つ
い
て
は
、市
内
す
べ
て
の

9
0
3
橋
は
完
了
し
た
。
結
果
、

1
6
7
橋
に
つ
い
て
補
修
工
事
が
必

要
で
あ
る
。
平
成
24
年
度
に
お
い

て
、
重
要
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
、
修

繕
計
画
を
策
定
す
る
。
重
要
度
、
緊

急
度
に
応
じ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

ょ
う
の
補
修
、
更
新
が
今
の
ペ
ー
ス

で
よ
い
か
。

　

点
検
に
つ
い
て
は
、市
内
す
べ
て
の

9
0
3
橋
は
完
了
し
た
。
結
果
、

1
6
7
橋
に
つ
い
て
補
修
工
事
が
必

要
で
あ
る
。
平
成
24
年
度
に
お
い

て
、
重
要
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
、
修

繕
計
画
を
策
定
す
る
。
重
要
度
、
緊

急
度
に
応
じ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
5
7
3
橋
に
つ
い
て
健
全
度
を
把

握
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
平
成
23
年

度
の
補
修
・
更
新
が
少
な
い
。
橋
り

橋
の
補
修
・
更
新

今
の
ペ
ー
ス
で
よ
い
か

議
案
第
92
号

平
成
23
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

▼
建
築
指
導
費
に
関
し
、
各
地
区
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、

専
門
家
に
よ
る
廃
屋
の
現
地
調
査
を

行
い
、
腐
朽
や
破
損
の
程
度
を
把
握

し
、
ラ
ン
ク
分
け
す
る
な
ど
結
果
を

ま
と
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
調
査
報

告
を
受
け
て
そ
の
後
ど
う
す
る
か
。

空
き
家
の
調
査

把
握
後
の
対
応
は

　

ま
ず
は
使
え
な
い
空
き
家
で
危
険

な
も
の
を
把
握
す
る
。

　

基
本
的
に
は
所
有
者
の
責
任
で
対

処
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

状
況
把
握
す
る
中
で
、現
在
あ
る
法

令
、条
例
等
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
、

制
度
に
つ
い
て
は
他
の
自
治
体
の
例
を

参
考
に
研
究
す
る
。

議
案
第
89
号

平
成
24
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

案

実施日：平成24年７月９・10・11日
調査項目：
①姫路市環境アクションについて（姫路市）

②景観計画について（倉敷市）

③広島市ぽい捨て等の防止に関する条例について（広島市）

④下水道事業への法適用化と料金算定について（下関市）

⑤アセットマネジメントの取り組みについて（福岡市）

⑥到津の森公園の取り組みについて（北九州市）

管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た広島市にて

★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
「
採
択
」と
し
ま
し
た

○
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、一
般
国
道
1
5
3

号
の
指
定
区
間
編
入
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
願
い
た
い

○
請
願
者

　
一
般
国
道
1
5
3
号
改
良

　

期
成
同
盟
会

　
　
　
　

  

会
長　

牧
野
光
朗
氏

○
意
見
書
の
提
出

　
一
般
国
道
1
5
3
号
の
指
定
区

間
編
入
を
求
め
る
意
見
書
と
し

て
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
へ
提
出

し
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

請
願
6
号



～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～No.183 ⑫　

議会活動の紹介 議会報告会を開催しています

　今年度は6会場で開催しています。既に10月17日（南
信濃）、19日（山本）、24日（竜丘）、26日（座光寺）で開催
しました。
　今後は、次の日程で開催しますので、多くの市民の皆様
のご参加をお待ちしています。

時間：午後７時～９時を予定

発行/長野県飯田市議会
〒395-8501　長野県飯田市大久保町2534番地  飯田市議会事務局　℡0265-22-4523（直通）　Fax0265-53-8821
E-mail : igikai@city.iida.nagano.jp　　URL  http://www.city.iida.lg.jp/

編集後記
　「表紙の写真がよかった」、「レイアウトが良く記事全体が読み
やすかった」…。市民の皆さんから寄せられた市議会だよりへの
お声の一例です。
　前前号から紙面を大幅に刷新しましたが、概ね評価を頂いてい
るのかなとほっとしております。
　飯田市議会はお伝えする（広報）だけでなく、お聴きすること
（広聴）を重視していくことになりました。今後ともご意見ご感想
を是非お寄せください。より親しみやすく分かりやすい広報誌に
向け、更なる努力をして参りたいと思います。

議会の動き（予定）
■第４回定例会は11月28日（水）から始まります。
　日程の詳細はウェブサイトをご覧ください。

◆議会への請願・陳情の締切は
　11月22日（木）午後5時です。

　編集委員
　　委員長　上澤義一　副委員長　村松まり子
　　委　員　湯澤啓次　吉川秋利　永井一英　
　　　　　　内田雄一　下平勝熙　井坪　隆

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル７１４chで中継しているほか、どなたでも自由に傍聴できます。
（席に限りがあるため、団体での傍聴希望の場合は、事前に下記までご連絡ください。）
会議録もご覧ください。http://www.kaigiroku.net/kensaku/iida/iida.html

議会傍聴に
おこしください

市
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
こ
の
欄
で
は
、
傍
聴
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
、
市
議
会
へ
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
皆
様
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

開催日 該当する地区 会　場

羽場公民館橋北、橋南、羽場、
丸山、東野10月31日（水）

下久堅公民館下久堅、上久堅、
千代、龍江11月２日（金）

ＩＳＯ研修を受講しました

　株式会社アース・グリーン・マネジメントの代田勇リサイク

ル推進室課長を講師に迎え、８月24日に第一委員会室に

て受講しました。

　改めてISO規格とは何か、地域ぐるみ環境ISO研究会の

取り組みなど、約１時間ほど研修をしました。

■意見交換会でのテーマ
○第１分科会（総務文教委員会）
　住民参加による地域活動のあり方としての男女共同参
画について
○第２分科会（社会委員会）
　共に支えあう地域福祉の推進について
○第３分科会（産業経済委員会）
　地域資源の掘り起こしと活用について
○第４分科会（建設環境委員会）
　ごみのないキレイなまちを目指して

□
本
会
議
に
つ
い
て

◆
議
員
が
わ
か
り
や
す
く
項
目
に
つ
い
て
市
長
に
質

問
し
て
い
る
様
子
、
市
民
の
声
を
代
弁
し
て
話
す

様
子
が
良
か
っ
た
　
（
男
性
）

◆
議
員
は
市
民
の
代
表
で
あ
る
の
で
考
え
方
を
共
有

し
市
政
発
展
の
た
め
に
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
と
思
い
ま
す
（
男
性
）

　

こ
れ
ま
で
委
員
会
を
傍
聴
す
る
に
は
、
委

員
長
の
許
可
が
必
要
で
し
た
が
、
議
会
改
革

の
一
環
と
し
て
、
今
後
開
催
さ
れ
る
委
員
会

を
自
由
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
日
程
は
飯
田
市
議
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。
日
時
・
場
所
を
確

認
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
人
数
を
制
限

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
で
の
傍

聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
議
会
事

務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
会
が

自
由
に
傍
聴
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
た


